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はじめに 有機薄膜太陽電池(OPV)の実用化に向け、駆動に伴う耐久性の向上が重要課題となっ

ている。 Poly({4,8-bis[(2-ethylhexyl)oxy]benzo[1,2-b:4,5-b′]dithiophene-2,6-diyl}{3-fluoro-2-

[(2-ethylhexyl)carbonyl]thieno[3,4-b]thiophenediyl}) (PTB7):[6,6]-Phenyl-C71-butyric acid 

methyl ester (PC71BM)をバルクヘテロ接合層に用いた OPVでは、光照射により、曲率因子 FF

が小さくなり、結果的に変換効率が低下することが報告されている[1]。しかし、光照射による

OPVの電荷輸送特性の変化についてはほとんど報告がない。 

本研究では、実際に動作している OPV に適応できる測定手法であるインピーダンス分光(IS)

法[2]や変調光電流(MPC)法[3]を PTB7:PC71BM 逆構造 OPV に適用し、電荷輸送過程を特徴付

ける物理量(二分子再結合定数、ドリフト移動度等)が光照射によりどのように変化したかを調

べたので、その結果について報告する。 

実験 作製した OPVの構造は ITO/ZnO /PTB7:PC71BM（混合比 1:1.5、膜厚 100 nm）/MoO3/Alと

し、不活性ガス中で作製および封止を行った。その後、大気中に取り出し、室温で以下の実験を

行った。作製した OPVの初期特性は JSC=12.3 mA/cm2 、VOC=0.70 V、FF=0.64、=5.6 %であっ

た。これらの OPVに対し、開放及び短絡条件において AM 1.5Gの疑似太陽光を 100 mW/cm2の

強度で照射し、0.5、1、2、3 h経過後に J-V特性を測定した。また、作製直後と 3 h経過後では

MPC、IS法により電子及び正孔移動度eとｈ、の評価を行った。光生成レート Gは J-V特性

より算出した[4]。

結果及び考察 開放及び短絡条件での 3 hの光照射により、はどちらの条件でも半減した。こ

こでは開放条件での劣化について述べる。まず、太陽電池特性の光照射にともなう変化を Fig. 1

に示す。3 hの光照射により初期特性から JSC及び FFが約 20 %低減し、その結果としてが半

減したことが分かる。次に、劣化前と 3 h光照射後に測定した各種物理量の変化を Table 1に示

す。移動度は若干低下するものの移動度バランスは崩れないが、二分子再結合定数が増大するこ

とで FFが低下することが分かった[5]。  
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Table 1 Determined physical constants 

Fig. 1 Degradation of solar cell 

characteristics 

 As prepared 
After irradiation 

(3 h) 

FF 0.64 0.53 

γ [cm3s-1] 6.8×10-13 1.3×10-12 

G [cm-3s-1] 8.2×1021 6.9×1021 

e [cm2V-1s-1] 1.4×10-4 1.1×10-4 

h [cm2V-1s-1] 1.4×10-4 1.1×10-4 
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